









































































































第1技術室 峠 E範、 由郎崎喜代治、 町原秀夫、川崎孝俊
先端科学技術育成センヲー 新川真人
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2. 1 管理システムの構成 ωffi.Ex出j)
現在、先端科学技術育成センターの利用者には、利用状況の把握を目的として、任浄l用開始時に所属、氏名、
入場時刻の入力、 ~J用終了時に使用機械ごとの占有時間の入力、退場時刻の入力が義務付けられている。 本
セン~ーでは、その利用状況の管理に MS.E"田I を行っている。 MS.E"田1 I立、表計算ソフトであるため、表
を作成して合計の計算やグラフの作成などに用いられるものである。そのため、入力者によるデ-~ファイル
へのアクセスは容易であり、データ (入場時刻、占有時間、退場時裏IJなど)の変更が可能である。 Fig.1に現
在の管理システムの構成をFig.2に利用者入力ウインドウ (MS.E"田1)を示す。Fig.1より現在の管理システ
ムは、利用者入力周コンソール (キーボード)とデータ保存デバイス (ノート型パソコン内臓HDD)と利用
者入力ウインドウ (MS.Excel)から構成される。Fig.2より、利用者入力ウインドウ (MS.E"田j)は、利用
者の入力欄として、所属、氏名、入場時刻、使用機械ごとの占有時問、退場時刻から構成される。本研修では、
この管理システムの構成と管理項目を参考にして、管理運営システムの構築を行った。
